
愛知県立千種聾学校の総合学習を支援しました

10月14日(金)に、愛知県立千種聾学校の総合学習を支援しました。
総合学習では、身近な庄内川に生息する水生生物を観察したり、生き物に実際にふれることで河川
環境の大切さを学んでもらいました。また、あわせて安全に楽しく河川で遊んでもらうための「川
あそび」の注意点やルールについても学んでもらいました。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用、消毒、検温等の対策を行い、開催しました。

【参加した児童：1・2年生13名】
★児童たちの感想
・うなぎがつるつるしているので、びっ
くりしました。

・カメはこうらがかたくて、おもくて、
もったことないぐらいでした。

・にごいはよこから見たら、くろだった
のに、下から見たら白かったです。ふ
しぎだとおもいました。

・カメがエビをたべているのが、『え
～』とおもいました。

SHONAIGAWA RIVER OFFICE

土岐川・庄内川流域治水協議会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。

水生生物観察（水生生物の説明） 水生生物観察（水生生物の説明） 水生生物観察（お魚タッチプール）

安全講話 ～川にはキケンがいっぱい～ 安全講話 ～川あそびのルール～
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